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１．日本側の研究実施体制 

 

氏名 所属機関・部局・役職 役割 

飯島慈裕 三重大学・生物資源学研究科・

准教授 

代表・永久凍土変動解析担当 

佐藤友徳 北海道大学・地球環境科学院・

准教授 

大気水循環解析主担当・将来予測担

当 

小松謙介 三重大学・生物資源学研究科・

特定事業研究員 

大気水循環解析担当 

檜山哲哉 名古屋大学・宇宙地球環境研究

所・教授 

陸域環境変動主担当 

小谷亜由美 名古屋大学・生命農学研究科・

助教 

陸域環境変動担当 

岩花剛 北海道大学・北極域研究センタ

ー・外来研究員 

永久凍土変動担当 

高倉浩樹 東北大学・東北アジア研究セン

ター・教授 

環境変化と社会影響主担当 

大石侑香 国立民族学博物館・学術資源研

究開発センター・特任助教 

環境変化と社会影響担当 

朴昊澤 海洋研究開発機構・北極環境変

動総合研究センター・グループ

リーダー代理 

将来予測主担当 
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矢吹裕伯 国立極地研究所・国際北極環境

研究センター・特任准教授 

データマネージメント担当 

 

 

２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

 

ロシア北極域での、水循環変化がもたらす多様な自然・社会環境への影響について空間

的・定量的評価と将来予測の不確定性を低減し社会への重要情報を創出することを目的と

する。ロシア共同研究者との研究交流を通じて、設定された 5 つの WP ごとの解析を深化

させ、これまで精査されてこなかった気候変動とロシア北極域での水循環変化の実態と将

来像を提示し、様々な社会影響評価への活用・展開へとつなげる研究の発展を狙う。 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

本研究は、北極の温暖化増幅にともなう水循環要素の変化に着目し、過去と温暖化時との

違いを示しつつ、今後 10 年規模での水循環の将来予測と、極端現象が社会に与える影響の

可能性について提示することを目的としている。具体的な研究実施内容として、5 つのワー

クパッケージ（WP）を設定しており、これらを二国間の WP の共同によって進める。本研

究の研究期間内で、日本側研究チームが実施する各 WP の内容と、2020 年度までに得られ

た成果は以下の通りである。 

 

WP1：近年の大気循環変動の把握と、大気循環に寄与する要素の特定 

 大気水蒸気の起源推定を可能にする水蒸気トレーサモデルを改良し、北極海起源の水蒸気

を含む空気塊がユーラシア大陸内部へ深く移流する様子を確認した。 

WP2：陸面過程の経年変動の把握と、顕著事例の検出と要因の特定 

 ロシア北極流入河川の水文データ解析から、北ユーラシアの温暖化は、陸域水循環の季節

性の変化（早期化）をもたらすことを明らかにした。 

WP3：永久凍土環境変化の把握と、変化域の特徴の検出 

 衛星リモートセンシング解析によって、開墾地や集落地域で 2cm/year 程度の顕著な沈降

速度が確認され、凍土融解に関する自然条件と人間活動との相互作用の重要性を示した。 

WP4：環境変化の社会影響の事例把握と、社会影響の変化の評価 

 永久凍土変化の地域社会への影響について、現地調査結果のとりまとめから、地域住民が

多様な認識をもち、地域の生態系や資源の利用を図っている様子を明らかにした。 

WP5：寒冷圏変化に即したモデルの改良・検証と将来予測の実施 

 温暖化の進行によって降雨と降雪の配分率が変わる点、また、凍土融解による地下氷の融

解水も増加の可能性がある点を踏まえた水文および陸面過程モデルの改良を進めた。 
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2021 年度は、2020 年度に COVID-19 の影響により実施できなかった研究交流を、年

度前半はオンラインを主体とし、年度後半には、対面で実施する。WP ごとに事例の要因解

析を発展させ、現地調査（日本側：東シベリア・ヤクーツク周辺域、ロシア側：中央・西シ

ベリアを中心にロシア全土）も組み合わせ、変動事例の要因の評価を進める。陸面過程モデ

ルによる将来予測と検証も進め、水循環変化を起因とする環境変動の全体像をまとめる。日

本・ロシアでの研究交流のワークショップや国際学会の機会を継続して利用し、研究目的達

成に向けた研究交流を合わせて実施する。これらの WP 間の成果を横断的にまとめることに

より、全体：過去と温暖化時との違いを示しつつ、今後 10 年規模での水循環の将来予測と、

極端現象が社会に与える影響の可能性を提示する。 

 

 

 


